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現
在
、
愛
知
川
東
小
学
校

に
通
級
指
導
教
室
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。通
級
指
導
教
室
は
、

普
通
学
級
に
在
籍
す
る
比
較
的
軽

度
の
障
が
い
の
あ
る
生
徒
に
対
し

て
、
障
が
い
の
状
況
を
改
善
・
克

服
す
る
た
め
の
自
立
活
動
を
中
心

に
、
必
要
に
応
じ
て
各
教
科
に
補

充
指
導
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　
中
学
校
に
入
る
時
、「
普
通
学

級
ま
た
特
別
支
援
学
級
の
ど
ち
ら

に
入
る
の
か
」
と
悩
む
保
護
者
も

い
る
と
思
う
。
も
し
、
中
学
校
に

も
通
級
指
導
教
室
が
あ
れ
ば
、「
通

級
指
導
教
室
に
入
れ
ば
普
通
学
級

で
可
能
」
と
い
う
選
択
も
生
ま
れ

る
。

　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
「
中

学
校
に
も
通
級
指
導
教
室
を
設
置

す
る
」
こ
と
を
求
め
る
。

愛
知
川
小
学
校
の
学
童
保

育
所
は
、
入
所
児
童
が
１

施
設
に
入
り
き
れ
な
い
た
め
、
昨

「
え
ち
っ
子
ク
ラ
ブ
の
横

に
部
屋
を
増
築
す
る
こ

と
」
へ
の
検
討
を
求
め
る
。

全
国
で
「
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ

の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
市
町
」

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

だ
け
で
も
60
市
町
あ
っ
た
。

　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
へ
の
助
成
を
求
め

る
。

今
年
度
か
ら
自
治
体
に
対

し
「
自
立
支
援
・
重
度
化

町
は
、
調
査
項
目
61
指
標

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
国
に
提
出
す
る
の
か
。

　

通
級
指
導
教
室
は
支
援
の
補
助

　

現
状
と
し
て
は
、
来
年
度
も
２

施
設
に
分
れ
た
学
童
保
育
所
の
運

営
が
必
要
で
あ
る
。

　

適
正
な
規
模
で
の
運
営
を
保
障

す
る
こ
と
に
努
め
て
お
り
、
現
在

の
施
設
を
有
効
利
用
し
な
が
ら
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
の
で
、
増

築
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
年
10
月
に
実
施
す
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
か

か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
学
童
保

育
所
の
利
用
に
つ
い
て
調
査
す
る

予
定
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
把
握
に
つ

と
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
の
国
の
動
向
に
応
じ
て
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

の
予
防
接
種
を
優
先
し
て
い
き
た

い
の
で
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

　

交
付
金
算
定
の
要
素
は
、
①
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
に
よ
る

保
険
者
機
能
強
化
に
向
け
た
体
制

等
の
構
築　

②
自
立
支
援
・
重
度

化
防
止
等
に
資
す
る
施
策
の
推
進

③
介
護
保
険
運
営
の
安
定
化
に
資

す
る
施
策
の
推
進
で
あ
り
、
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
調
査
項
目
61
指

標
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

　

町
の
取
組
や
事
業
が
該
当
す
る

か
等
を
調
査
し
て
い
る
。

　

第
７
期
計
画
の
６
施
策
30
事
業

を
進
捗
管
理
し
、
介
護
保
険
運
営

協
議
会
の
意
見
を
聞
き
、
随
時
改

善
し
進
め
る
状
況
を
回
答
し
て
い

き
た
い
。

（
教
育
主
監
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
長
寿
社
会
課
長
）

（
長
寿
社
会
課
長
）

問

問

問

問

問

問

答

答答

答

答答

通
級
指
導
教
室

愛
知
川
小
学
校
の
学
童
保
育

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用

介
護
保
険
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愛
荘
町
自
治
基
本
条
例
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
に
制
定
さ
れ
５

年
目
を
迎
え
た
。

　

住
民
参
加
の
し
く
み
に
つ
い
て

の
制
度
は
一
定
整
っ
た
の
で
、
今

年
度
か
ら
は
、
自
治
基
本
条
例
推

進
委
員
会
に
お
い
て
、
条
例
に
基

づ
く
施
設
の
進
行
管
理
と
委
員
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
生
活
者
の
視

点
で
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
出

し
、
自
主
的
な
議
論
を
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
総
合
計
画
の
基
本
構

想
に
掲
げ
る「
愛
着
と
誇
り
。
人

と
ま
ち
が
共
に
輝
く
み
ら
い
創
生

の
ま
ち
」
は
、
町
民
み
ん
な
で
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と

な
る
も
の
で
、
信
頼
関
係
に
よ
り

結
ば
れ
た
強
い
絆
の
も
と
、
と
も

に
手
を
と
り
、
考
え
、
行
動
す
る

取
組
を
進
め
る
べ
く
、
情
報
の
開

示
・
情
報
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る

（
総
務
部
長
）

答

町
民
が
主
役
と
な
っ
た

自
治
を
実
現
さ
る
た
め
に

町
の
業
務
継
続
計
画

　
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）に
つ
い
て

愛
知
川
駅
前
整
備
事
業

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治

の
担
い
手
で
あ
る
町
民
・

議
会
・
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
責
務
、
情
報
の
共
有
、
町
民
参

加
な
ど
を
定
め
た
、
愛
荘
町
の
自

治
の
基
本
方
針
と
な
る
条
例
で
あ

る
。

　
町
民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
、

町
政
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た

め
、
必
要
な
町
政
情
報
を
積
極
的

に
、
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

　
町
民
は
、
法
令
等
に
定
め
ら
れ

た
権
利
を
有
す
る
と
と
も
に
、
町

政
に
関
し
、
情
報
を
知
り
、
参
画

す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
大
き
な
ハ
コ
物
が
、
住
民
の
意

見
、
声
を
聞
く
こ
と
も
な
く
行
政

が
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
ら
れ

て
き
た
。
今
、
社
会
全
体
で
ハ
コ

物
行
政
が
行
き
詰
ま
り
、
財
政
も

厳
し
く
住
民
の
目
も
厳
し
い
。
ま

た
利
活
用
に
つ
い
て
も
町
民
が
ワ

ク
ワ
ク
す
る
期
待
感
も
な
い
。
将

来
を
見
据
え
て
い
な
い
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
も
の
で
あ
る
。

　
住
民
の
納
得
感
と
共
感
が
必
要

で
あ
る
。

　
町
民
が
納
得
で
き
る
検
証
が
い

ま
求
め
ら
れ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
な
ど
の
発
生

時
に
、
行
政
機
能
を
維
持

す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
大

駅
前
景
観
整
備
事
業
を
、

ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
、（
全
体
構
想
）
の
中
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
な
い
か
、
第
２

次
総
合
計
画
に
入
れ
て
整
備
を
求

め
る
。
駅
前
の
殺
風
景
な
景
観
を

　

災
害
対
策
に
は
、
庁
内
各
課
管

理
職
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
各
分
野
か

ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
本
計
画

を
策
定
し
た
。
全
職
員
が
共
通
認

識
し
、
有
事
の
際
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
研
修
を
実
施
し
て
い

く
。
ま
た
自
治
会
と
は
、
情
報
共

有
を
進
め
て
い
く
。

　

駅
前
の
残
地
を
活
用
し
た
事
業

に
つ
い
て
、
現
在
、
計
画
は
な
い
。

し
か
し
、
愛
知
川
駅
周
辺
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
の
玄
関
口
と
し
て
、

重
要
な
位
置
づ
け
と
認
識
し
て
い

る
。
必
要
な
財
源
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
ま
た
関
連
計
画
と
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
将
来
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
適
応
で
き
る
目
標
時
期
を

設
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
総
務
部
長
）

（
町
長
）

問

問

問 答

答

村田　定 議員

手付かずの愛知川駅前（残地）

通級指導教室
（愛知川東小学校敷地内）

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
有
事
の

際
に
、
職
員
の
招
集
状
況
や
、
責

任
分
担
を
明
確
に
し
た
研
修
は
ど

の
様
に
進
め
て
い
る
か
。
行
政
だ

け
で
進
め
る
の
で
な
く
、
各
自
治

会
区
長
、
自
警
団
、
と
の
連
携
を

深
め
自
治
会
の
把
握
に
つ
と
め
る

よ
う
普
段
の
訓
練
を
求
め
る
。
地

震
や
台
風
が
起
き
や
す
い
日
本
は

常
に
災
害
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
。

　
想
定
を
超
え
る
緊
急
事
態
は
起

き
得
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
準
備

を
求
め
る
。

＊
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

計
画
→
実
行
→
評
価
→
改
善

を
繰
り
返
し
て
業
務
を
改
善

す
る
。

防
止
等
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め

の
交
付
金
」
が
新
た
に
制
度
化
さ

れ
た
。
こ
の
交
付
金
の
説
明
を
求

め
る
。

年
度
か
ら
「
愛
知
川
小
学
校
敷
地

内
に
あ
る
え
ち
っ
子
ク
ラ
ブ
に
は

１・
２
年
生
が
入
所
し
、
や
す
ら

ぎ
に
３・４・５
年
生
が
入
所
」と
、

２
施
設
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の

形
を
来
年
度
も
継
続
す
る
の
か
。

的
存
在
で
あ
る
の
で
、
通
常
学
級

で
も「
発
達
障
害
等
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導

の
充
実
」
を
図
っ
て
い
る
。「
中

学
校
へ
の
通
級
指
導
教
室
の
設

置
」
を
県
教
育
委
員
会
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

改
善
し
、
ま
ち
の
玄
関
口
と
し
て

の
整
備
を
求
め
る
。

「できるだけ早い時期に設置する」
　ことを求めるまちづくりの基本原則である

Q
Q

中学校の
　通級指導教室愛荘町自治基本条例に

　ついて
県教育委員会に要望していきたい情報の開示・情報共有に取り組む AA


